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ル ドは,マ ッキントッシュの妻 としても知
られているが,彼女や彼女の妹フランシス
の表現した細 く長 く伸びた女性は,「スプ













メン トの先導的アーティス トへ と変えてい
った ものとして,彼女の存在を浮かび上が
らせている。その他,マ クドナル ド姉妹以











































































































業 も様々な反応 を示 してい く。 当時のマ
ス ・メディアは,日用食器を主に購入する
女性のニーズに答えるべき,「世のご婦人
たちが考 えていること」がデザインの一つ
のポイントになって くることをあげている。
この点を本章のタイトルとしているのであ
るが,著 者は当時の女性デザイナーの功績
が,こ うした点と結び付けて評されている
状況を問題の一つとしている。つまり,当
時い く人かの女性デザイナーたちは,鮮烈
なデザインで産業界 を賑わせ,大衆の人気
を得,メ ディア等でも賞されてはいるもの
の,それは鋭 くて知的精神の結果 としてで
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はなく,(女性であるから女性の考えてい
ることがわかる等)女性 という生物学的特
質により評されている点である。そして表
現特性に対 しても,感覚的,繊細,器 用等
というような一種ステレオタイプ化 された
女性の特質からの形容に留まっている。ま
た,モ ダニス トが主流であった当時のイギ
リス批評界では,モダニズムに則したデザ
インは,高い評価を受け,スージー ・クー
パー等のように,同時代の男性デザイナー
と同じレヴェルで語られることもあった。
こうした状況に対し著者は,モ ダニズム的
要素か らでは評価しきれない多様かつ勢い
ある彼女たちの活動の存在を,様々な例を
あげながら強調 している。
続 く第5章(AStudioofOne'sOwn)
は,前世紀からのアーツ ・アンド・クラフ
ツ運動の思想や,バーナード・リーチらを
はじめとするスタジオ ・ポッタリー ・ムー
ヴ メン トの触発により,形と装飾の総合的
デザイ'ン思考が,よ り強まっていく中での,
女性たちの動きを取 り上げている。当時の
こうした一傾向に対し,い く人かの女性の
デザイナーたちは会社に属し,産業の中に
クラフ ト的要素を展開させていき,またい
く人かは,企業から独立して,自分自身の
スタジオを設立していった。まだまだ数に
しては少なかったものの,こ うした真の意
味で,自立 していった女性デザイナーの活
動を最後に取 り上げ,戦後の陶磁器産業の
再生までを区切 りとし,本章を終えている。
このように本書は,陶磁器産業における
女性の活動や装飾デザイン的価値を,様々
な視点から論じている。そしてそれらが,
ステレオタイプ化された女性の芸術的特質
か らの形容に留まっている状況等を取 り上
げ,そ うした概念の中に留まるべきでない
当時の女性たちの多様な活動を明かにし,
陶磁器産業の歴史を形成していった,あ る
いは,生活空間に彩 りを与えていった女性
デザイナーたちの重要性というものを浮か
び上がらせている。.
本図書紹介では,女性というカテゴリー
から考察した2冊 を取 り上げてみたが,ま
だまだ断片的で,発展途上にあると言える
かもしれない。しかし,固定化された概念
や,定着した歴史の流れを覆 していこうと
する姿勢にあ り,論じる上での新しい視点
や,歴史の新しい側面を我々に提示してお
り興味深い。また,これらの著書は,女性
たちの活動意義や功績をアピールするだけ
でなく,対象 とした近代 という時代の勢い
も我々に伝えている。世紀転換期を含む近
代は,様々な新興の勢力が台頭しくる時代
であり,坩堝状態でもあった。 しかし,そ
の多様かつエネルギッシュな状態が,全体
としては激しい力を発 し,非常に興味深い
時代を形成しているOここに取 り上げられ
ている女性たちも1それまでの社会規範か
ら抑圧を受けなが らも,近代の新 しい勢力
として現れて くるものである。彼女 らの活
動を歴史形成の一つの勢力 と見なすこれら
の著書は,複雑多様な世紀転換期の状況を
解明させてい くことにつながるものでもあ
る。そういった意味でも,これらの著書は,
今後の多 くの発展材料を,我々に提示 して
いるものと言 えよう。
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